
 

 



                  　漁法・漁具に関する次の記述のうち，正しいのはどれか。
１．底びき網漁では，混獲防止のために，漁獲対象ではない種類・大きさの生

物を分離して網から逃がすボンゴネットが導入されている。

２．まき網漁では，長方形状の長い網で魚群を取り囲んで一網打尽に漁獲する

ため，他の漁法に比べて一般に混獲率が高い。

３．刺網漁では，魚を網目に刺さらせたり網地に絡ませたりして漁獲するので，

網が流されないように錨で網を固定しなければならない。

４．定置網漁では，垣網によって魚を運動場に誘導する。網に遭遇した魚を逃

がさないように，垣網の網目は定置網本体の網目よりも細かくする必要が

ある。

５．マグロはえ縄漁では，海鳥やウミガメなどが釣針にかかって混獲されるこ

とが問題となっており，混獲防止策が取り入れられている。

 


